
医
家
の
遊
学
と
遊
歴
と 

ー
関
屋
文
白
の
『
遊
歴
日
記
』
を
中
心
に
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

山
中
浩
之 

 

は
じ
め
に 

・
遊
学
は
医
家
形
成
の
基
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
医
家
の
活
動
を
方
向
付
け
た
も
の
。 

・
医
家
の
遊
学
に
つ
い
て
は
海
原
亮
氏
『
江
戸
時
代
の
医
師
修
業
』
に
府
中
藩
医
の
例
、
町
泉
寿
郎
氏

『
日
本
近
世
医
学
史
論
考
』
の
中
嶋
宗
仙
や
尾
池
家
の
研
究
な
ど
に
詳
細
。 

・
関
屋
文
白
『
遊
歴
日
記
』
は
嘉
永
五
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
二
本
松
～
長
崎
を
往
復
し
た
日
記 

こ
れ
を
通
し
て
遊
学
と
遊
歴
の
共
通
性
と
違
い
、
遊
歴
の
背
景
、
遊
歴
の
実
態
、
遊
歴
を
通
し
て
ど

う
い
う
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。 

 １
．
医
家
の
形
成
と
遊
学 

 

①
遊
学 

 
 

 

一
般
に
二
〇
歳
前
後
の
若
者
が
二
、
三
年
か
ら
一
〇
年
前
後
に
わ
た
り
学
力
と
知
名
度
の
あ
る
特

定
の
学
者
に
師
事
し
て
医
学
医
療
の
知
識
と
技
能
を
習
得
す
る
課
程
。
最
初
の
遊
学
は
そ
の
後
の

学
問
の
方
向
性
や
学
芸
交
友
の
形
成
に
お
い
て
最
も
重
要
。 

 

・
遊
学
者
の
種
類 

・
藩
医
の
子
弟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
町
在
の
医
家
の
子
弟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
町
人
・
百
姓
か
ら
の
医
家
志
望
者
、
医
家
へ
の
転
身
（
地
域
の
文
化
的
環
境
） 

 

・
遊
学
先
の
選
定 

時
期
に
よ
っ
て
地
域
に
よ
っ
て
、
ま
た
志
す
学
問
内
容
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、

医
者
と
し
て
の
力
量
・
知
名
度
そ
し
て
入
門
料
の
多
寡
。
一
般
的
に
は
全
国
的
に
最
初
か

ら
認
め
ら
れ
た
京
都
、
そ
し
て
江
戸
や
大
坂
・
長
崎
な
ど
を
中
心
と
す
る
学
塾
に
入
門
す

る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
学
歴
」
が
形
成
さ
れ
る
。
な
お
行
く
前
に
決
め
て
い

る
場
合
も
あ
る
が
、
着
い
て
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
得
て
決
め
る
と
い
う
こ
と
も
多
い 

〈
入
門
手
続
き
〉 

 

・
入
門
に
は
紹
介
者
・
取
次
あ
る
い
は
請
人
に
よ
る
保
証
が
必
要 

 

・
入
門
式 

盃
を
交
わ
す
＝
師
弟
関
係
を
結
ぶ 

 
 
 
 

 

 

・
入
門
料
（
束
脩
）
ほ
か
入
門
に
際
し
て
の
入
用 

 

 

・
入
門
誓
詞
（
教
え
や
秘
伝
の
順
守
）
や
塾
規
（
学
習
態
度
）
へ
の
誓
約 

・
門
人
帳
へ
の
登
載 

 

 
 

形
式
的
な
手
続
き
儀
礼
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、「
学
歴
」
証
明
と
い
う
だ
け
で
な
く
、 

正
式
に
入
門
あ
る
い
は
「
門
人
」
に
な
る
こ
と
は
、
一
定
の
「
身
分
」
を
意
味
し
た
の
で
は
。 

 
 〈

遊
学
と
費
用
〉 

・
道
中
費
用 

・
入
門
料 

（
金
二
分
～
一
両
、
プ
ラ
スα

）（
町
泉
寿
郎
氏
の
中
嶋
家
や
尾
池
家
の
研
究
参
照
） 

・
寄
宿
費 

寄
塾
費
（
塾
内
居
住
）
あ
る
い
は
下
宿
代
（
京
都
に
は
遊
学
者
用
の
下
宿
屋
多
々
） 



・
学
習
費
そ
の
他 

書
物
代
・
紙
筆
代
・
飲
食
遊
興
費
。
謝
儀
及
び
盆
暮
・
節
句
ご
と
の
祝
儀 

負
担
者 

在
医 

親
の
仕
送
り
＋
親
類
・
知
人
か
ら
の
仕
送
り
や
餞
別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

藩
医 

遊
学
制
度
の
あ
る
藩
の
場
合
は
藩
か
ら
一
定
程
度
支
給 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
か
し
そ
う
い
う
藩
は
限
ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
在
医
と
同
じ 

 
 
 
 
 
 
 
 

※
ア
ル
バ
イ
ト 

按
摩
・
筆
耕
・
医
療
活
動
・
代
診
な
ど 

 

〈
学
習
生
活
〉 

・
遊
学
期
間 

 

２
、
３
年
か
ら
１
０
年
前
後
に
及
ぶ
こ
と
も
。 

 

（
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
） 

 

・
学
習 

 
 
 

講
義
、
医
書
会
読
、 

医
療
の
実
見
と
経
験 

 
 
 

 

一
般
に
本
道
（
内
科
）
を
学
ぶ
が
関
連
す
る
他
の
分
野
の
医
家
に
学
ぶ
こ
と
も
あ
り 

儒
学
兼
修 

 

・
筆
写
・
筆
記 

師
の
口
授
の
筆
記
、
医
書
の
筆
写
、（
一
般
に
医
家
の
蔵
書
に
は
写
本
が
多
い
） 

 

・
交
友
の
形
成
、
先
輩
後
輩
と
の
研
鑽 

 

将
来
に
わ
た
る
学
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成 

 

 

・
修
了 

 
 
 

伝
授
・
免
許
状
、 

肖
像
画
や
師
家
の
格
言
の
書
幅 

 

・
帰
郷 

 
 
 

医
業
継
承
あ
る
い
は
開
業
し
て
自
立
し
、
地
域
医
療
活
動
に
従
事 

 

②
再
遊
学
と
遊
歴 

 

開
業
な
い
し
医
業
継
承
後
、
一
定
の
医
療
経
験
を
蓄
積
し
た
も
の
が
、 

新
た
な

医
学
知
識
や
自
分
に
不
足
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
内
容
を
さ
ら
に
修
得
す
る
。
も
う
一
つ
は
自
分
が
新

た
に
見
い
だ
し
た
医
療
を
人
に
示
し
意
見
を
聞
く
。
医
家
と
し
て
の
自
分
の
力
を
確
か
め
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
と
き
再
遊
学
は
遊
歴
、
諸
家
歴
訪
と
い
う
形
を
と
る
。

文
白
の
旅
は
ま
さ
に
そ
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
地
方
の
医
家
た
ち
の
多
く
も
同
様
な
思
い
を
抱
い
て

い
た
。
そ
こ
に
遊
歴
の
出
会
い
が
生
ま
れ
た
。 

但
し
遊
歴
は
し
た
い
と
思
え
ば
で
き
る
も
の
で
は
な
く
藩
医
で
も
在
医
で
も
長
期
休
業
・
長
期
休
暇

が
可
能
か
、
無
事
に
帰
郷
で
き
る
か
、
費
用
は
ど
う
す
る
か
、
成
果
が
あ
げ
ら
れ
る
か
、
復
帰
で
き
る

か
等
々
、
決
行
す
る
に
は
様
々
な
不
安
を
伴
い
相
当
な
覚
悟
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
若
年
時

の
最
初
の
遊
学
と
は
事
情
が
異
な
る
。
そ
れ
で
も
遊
歴
に
出
た
の
に
は
ど
う
い
う
背
景
や
事
情
が
あ
っ

た
の
か
。
そ
れ
で
つ
ぎ
に
、
こ
の
関
屋
文
白
と
い
う
人
は
ど
う
い
う
家
の
ど
う
い
う
立
場
の
医
家
で
あ

っ
た
の
か
を
見
て
お
き
た
い
。 

 

二
．
関
屋
文
白
と
遊
歴
の
背
景 
 

 

１
．
関
屋
家
と
関
屋
文
白 
 

関
屋
文
白
＝
文
化
一
一
年
〈
一
八
一
四
）
生
、
二
本
松
藩
医
関
屋
嶺
南
（
二
三
〇
石
）
の
五
男 

〔
関
屋
家
系
譜
〕（
二
本
松
市
教
育
委
員
会
所
蔵
・
関
屋
敏
子
資
料
） 

・
初
代
は
関
屋
相ス

ケ

親チ
カ

（
道
意
）。
も
と
桑
折
住
の
人
（
遠
藤
平
内
の
子
）
で
あ
っ
た
が
、
関
屋
家
の
養
子
と

な
り
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
召
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
寛
延
二
年
に
は
百
五
十
石
給
人
格
「
御
匕
医
」

を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
没
、
五
三
歳
。 



・
二
代
棲
霞
先
生
（
字
子
徳
号
有
隣
）
は
父
の
跡
式
を
そ
の
ま
ま
継
ぎ
、「
御
匕
医
」「
病
用
掛
」
「
定
府
」

な
ど
を
経
て
、
加
増
を
重
ね
寛
政
三
年
に
は
二
三
〇
石
に
至
る
。
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
没
五
八
歳
。 

・
三
代
嶺
南
先
生
（
初
名
吉
郎
・
良
純
、
名
訥
字
仲
敏
号
文
白
・
有
隣
・
里
美
）
天
明
五
年
十
一
月
に
「
文

学
出
精
」
に
よ
り
初
出
仕
、
寛
政
七
年
家
督
二
三
〇
石
を
継
ぎ
、
そ
の
後
」「
御
匕
医
」「
匕
医
坐
上
格

式
御
用
人
」
と
な
り
、
加
増
さ
れ
て
二
八
〇
石
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
没
六
三
歳
。 

 
 

 
 

 

※
二
本
松
藩
医
の
構
成 

御
側
医
師
（
１
５
０
～
３
０
０
石
）
ー
御
番
御
免
医
師
（
８
０
～
１
５

０
石
）
ー
広
間
医
師
（
５
０
～
１
１
０
石
）
ー
御
側
針
医
に
分
か
れ
、
計
２
０
～
２
５
人
程
度
。 

 

 
 
 

近
世
後
半
に
は
「
外
科
側
醫
」
と
し
て
蘭
方
系
の
小
此
木
天
然
が
い
た
。（
二
本
松
市
史
）。 

 

 
 
 

関
屋
家
は
近
世
中
期
以
降
に
召
出
さ
れ
、
二
代
以
降
は
漢
方
医
系
の
最
高
位
に
つ
い
て
い
た
。 

 

〔
関
屋
家
系
図
〕（
同
右
） 

 

相
初
代
ス
ケ

親チ
カ

（
道
意
）
ー

子
二
代
ヨ
シ

徳ノ
リ

（
有
隣
〔
棲
霞
先
生
〕）
ー

仲
三
代
ナ
カ

敏ト
シ

（
良
純
、
文
白
・
有
隣
・
里
美
） 

〔
宝
暦
六
年
没
〕 

 

〔
寛
政
八
年
没
〕 

 
 
 
 
 
 
 

〔
嶺
南
先
生
〕〔
天
保
二
年
没
〕 

希マ
レ

顔ヨ
シ

（
有
三
・
有
隣
）〔
文
政
八
年
没
、
三
十
歳
〕 

 
 
 

信
安
（
他
家
へ
養
子
） 

 
 
 

栄
サ
カ
エ

（
栄
、
文
白
）〔
文
政
十
三
年
没
〕 

 
 
 

次
四
代
ツ
ギ

親チ
カ

（
律
五
郎
・
五
道
・
里
美
）
ー
次五

代

為
（
久
太
郎
・
有
隣
、
の
ち
里
美
を
名
乗
っ
た
か
） 

 
 
 
 

〔
白
室
〕〔
元
治
元
年
没
〕 

 
 
 
 
 

〔
明
治
四
年
没
、
四
〇
歳
〕 

● 

次ツ
ギ

徳ノ
リ

（
倫
之
介
・
三
適
・
文
白
・〔
良
蔵
〕） 

 
 
 
 
 

〔
明
治
一
八
年
没
、
七
二
歳
〕 

 

ー 

祐
之
介 

ー 

関
屋
敏
子(

日
本
初
の
世
界
的
プ
リ
マ
ド
ン
ナ) 

 
 
 
 
 

き
ん
（
遊
歴
後
婚
姻
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
昭
和
一
六
年
歿
） 

遊
歴
当
時
、
藩
医
の
地
位
は
兄
白
室
が
継
ぎ
、
兄
の
子
有
隣
が
後
継
者
と
し
て
多
紀
家
で
修
学
中
。 

 
 

 

 

〈
文
白
の
経
歴
と
立
場
〉 

文
白
は
お
そ
ら
く
若
年
期
に
医
学
は
父
嶺
南
に
、
儒
学
は
藩
校
敬
学
館
（
文

化
十
四
年
設
立
）
に
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
２
０
歳
前
後
の
時
期
、
江
戸
多
紀
家
に
数
年
間
遊
学
、

続
い
て
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
関
西
方
面
を
遊
歴
。
帰
郷
後
、
二
本
松
領
内
小
浜
に
在
医
と
し
て
開
業

し
、
そ
の
後
（
い
つ
か
不
明
）
二
人
～
一
〇
人
扶
持
程
度
で
藩
士
の
末
端
に
連
な
る
も
、
実
質
的
に
は

二
本
松
城
下
の
本
町
で
医
業
お
よ
び
医
塾
活
動
に
従
事
。 

「
慶
応
戊
辰
（
四
年
）
二
本
松
藩
家
中
知
行
記
」
に
よ
れ
ば
「
大
組
二
人
口
乃
至
十
人
口
」
の
な
か
に

「
関
屋
文
白
」
が
見
え
る
。
な
お
当
時
の
関
屋
家
当
主
「
関
屋
里
美
」（
白
室
）
は
「
二
百
八
十
石
」
で

あ
る
。
こ
の
扶
持
で
は
文
白
は
藩
医
の
地
位
に
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
遊
学
の
藩
許
を
得
た
と
は
言

っ
て
い
る
の
で
一
応
は
藩
士
で
あ
っ
た
が
、
文
白
は
実
質
的
に
は
在
医
で
あ
り
、
藩
医
の
子
で
は
あ
る



が
、「
藩
医
に
つ
な
が
る
者
」
と
い
う
表
現
し
か
で
き
な
い
立
場
。
文
白
は
藩
医
関
屋
家
を
継
ぐ
可
能
性

か
ら
は
外
れ
て
い
た
。
彼
は
旅
中
も
自
分
を
語
る
と
き
二
本
松
藩
士
と
名
乗
る
こ
と
は
一
度
も
な
く
、

常
に
名
乗
り
は
「
多
紀
家
門
人
」
あ
る
い
は
京
都
の
「
小
森
家
門
人
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
文
白
の
医
家
と
し
て
の
矜
持
と
屈
折
苦
渋
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

２
．
遊
歴
の
動
機
と
背
景 

 

 

医
家
と
し
て
の
思
い 

 
 

・
新
た
な
医
学
の
摂
取
、
不
足
し
て
い
る
知
識
技
能
の
修
得 

「
僕
の
今
般
の
遊
歴
は
（
略
）
只
己
の
家
業
未
熟
を
憂
ひ
、
諸
国
の
碩
儒
名
医
に
親
炙
し
て
切

磋
琢
磨
の
功
を
積
み
云
々
」 

 
 

・
自
分
が
新
た
に
見
い
だ
し
た
医
療
医
学
知
識
を
他
者
に
示
し
意
見
を
聞
く
。 

 

社
会
的
理
由 

 

・
藩
医
に
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、
低
い
地
位
の
ま
ま
自
分
の
力
を
発
揮
す
る
場
が
な
く
、
実
質
的
に
在

医
と
し
て
「
藩
医
に
つ
な
が
る
者
」
と
し
か
い
い
え
な
い
立
場
か
ら
の
脱
皮
の
模
索 

 

・「
廉
直
厳
毅
」
直
言
の
士
と
し
て
藩
社
会
の
中
で
の
閉
塞
感
、
孤
立
・
疎
外
感
、
窮
屈
さ
か
ら
の
一
時

的
脱
出 

「
亡
命
者
」
へ
の
思
い 

「
僕
の
性
□
□
廉
直
厳
毅
に
し
て
義
を
守
る
に
過
ぎ
言
語
の
慎
ミ
薄
け
れ
ば
災
害
を
招
く
も
は
か

り
難
し
」（
中
略
）
冶
世
に
ハ
智
勇
を
顕
す
に
時
な
く
、
ま
つ
ハ
賢
愚
肩
を
比
へ
勇
臆
席
を
同
し
、

廉
直
の
士
ハ
君
恩
薄
く
、
奸
智
の
士
君
寵
に
矜
る
の
類
、（
中
略
）
毀
誉
栄
辱
に
一
身
を
禁
錮
セ

ら
る
ゝ
は
嘆
息
の
至
り
な
ら
す
や
。」 

 

遊
歴
の
条
件 

・
ま
だ
妻
子
も
な
く
、
同
居
の
母
も
死
没
、
係
累
の
煩
い
が
な
い 

・
藩
士
と
し
て
は
低
く
軽
い
こ
と
が
か
え
っ
て
遊
歴
と
い
う
長
期
休
暇
の
藩
許
を
得
や
す
か
っ
た
か
。 

・
各
地
の
医
家
と
わ
た
り
あ
え
る
医
家
と
し
て
の
一
定
の
経
験
蓄
積
と
自
信 

・
多
紀
家
同
門
と
し
て
各
地
に
一
定
の
知
己
・
交
友
の
存
在 

・
十
分
で
は
な
い
が
医
業
に
よ
る
一
定
の
費
用
の
確
保
（
た
だ
し
藩
か
ら
の
支
給
は
な
い
） 

現
在
の
状
況
か
ら
一
時
的
に
離
脱
し
各
地
で
研
鑽
を
積
ん
で
、
新
た
な
医
家
と
し
て
の
在
り
方
を
模
索 

 

三
．
遊
歴
の
諸
相 

—
 

再
遊
学
と
諸
家
歴
訪 

１
，『
遊
歴
日
記
』
に
つ
い
て 

〈
行
程
〉
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
九
月
二
日
二
本
松
出
立
～
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
八
月
六
日
帰
国 

 

・
往
路 

二
本
松
ー
水
戸
（
藩
医
本
間
家
入
門
）
ー
江
戸
（
幕
府
医
学
館
主
多
紀
家
再
修
学
）
ー 

名
古
屋
（
藩
医
浅
井
家
入
門
）
ー
京
都
（
吉
益
家
・
小
森
家
入
門
そ
の
他
諸
家
交
流
）
ー
長
崎 

 

・
帰
路 

長
崎
ー
備
前
金
川
（
難
波
抱
節
）
ー
京
都
ー
東
海
道
ー
江
戸
ー
郡
山
ー
（
二
本
松
）
ー
福
島

ー
米
沢
ー
山
形
滞
在
ー
会
津
ー
須
賀
川
滞
在
ー
二
本
松 

 
 
 
 

こ
の
間
、
道
中
各
地
の
多
く
の
医
家
を
歴
訪
し
て
宿
泊
医
談
。
同
行
の
申
出
を
断
り
一
人
旅
。 

稿
本
七
巻
四
冊
。
杏
雨
書
屋
所
蔵
（
藤
浪
剛
一
氏
旧
蔵
）。 



〈
日
記
の
特
徴
〉 

 

・
ふ
つ
う
遊
学
あ
る
い
は
再
遊
学
に
し
て
も
一
か
所
、
一
つ
の
塾
へ
の
遊
学
だ
が
、
本
日
記
は
長
期
滞

在
を
三
、
四
ヶ
所
を
含
み
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
一
定
の
具
体
的
記
述
が
あ
る
。 

 

・
道
中
行
く
先
々
の
医
家
を
歴
訪
、
宿
泊
し
て
医
談
。
地
方
医
家
の
多
様
な
存
在
と
そ
の
医
家
た
ち
の

間
に
形
成
さ
れ
て
い
た
信
頼
感
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
遊
歴
を
通
し
て
う
か
が
わ
れ
る
。 

 

・
旅
の
記
録
と
し
て
の
面
白
さ
。
各
地
の
情
景
だ
け
で
な
く
そ
こ
で
の
出
会
い
や
出
来
事
が
自
分
の
心

情
を
交
え
て
記
さ
れ
て
い
て
臨
場
感
が
あ
る
。「
越
し
方
行
く
末
」
の
不
安
と
出
会
い
の
喜
び
楽
し
さ
。 

 

※
残
念
な
点 

ー
「
遠
渉
漫
筆
」
と
「
附
録
」
の
散
佚 

 

２
．
遊
歴
の
諸
相 

①
水
戸
藩
医
本
間
家
へ
入
門
寄
塾 

（
水
戸
滞
在
・
嘉
永
五
年
九
月
一
五
日
～
一
〇
月
一
三
日
） 

 
 

九
月
一
九
日
藩
医
本
間
益
軒
（
養
子
本
間
玄
調
）
に
入
門
、
塾
規
、 

・
寄
塾
生
活 

当
初
は
早
朝
の
塾
の
掃
除
か
ら
雑
務
中
心
。「
奴
僕
同
様
の
手
伝
い
」。 

し
か
し
そ
の
後
、
益
軒
や
塾
生
と
「
傷
寒
論
」
の
一
節
を
め
ぐ
っ
て
議
論
を
戦
わ
せ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
益
軒
か
ら
認
め
ら
れ
て
処
遇
が
変
化
し
、
医
業
手
伝
い
・
代
診
と
な
る
。 

 
 

・
玄
調
に
よ
る
解
体
見
学 

 
 
 

「（
十
月
」
六
日
、
半
晴
半
陰
、
下
河
原
て
ふ
所
に
て
解
体
あ
り
け
れ
は
（
中
略
）
医
生
集
り
、
本

間
氏
門
生
も
六
七
輩
来
り
、
先
生
先
た
ち
に
て
早
朝
よ
り
彼
の
場
へ
行
き
一
見
に
及
ぶ
。
頭
の

な
き
二
人
を
土
中
よ
り
掘
出
し
洗
ひ
、
本
間
玄
調
細
き
竹
に
て
指
図
、
（
中
略
）
、
其
他
藩
医
町

医
在
医
数
百
人
な
り
。
一
見
い
た
し
お
き
然
る
へ
き
も
の
也
。
然
し
刀
に
て
も
取
た
ら
ん
に
は

い
か
ゝ
、
左
も
な
く
両
三
度
見
た
れ
は
と
て
委
敷
事
ハ
不
分
明
な
る
へ
し
。
つ
ま
り
ハ
胴
人
形
・

医
範
提
綱
内
象
全
図
・
解
体
新
書
・
解
体
発
蒙
を
初
、
其
他
解
体
書
籍
を
広
く
見
て
可
な
ら
ん

か
。」 

・
益
軒
か
ら
牛
痘
種
痘
な
ど
の
伝
授 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

長
期
滞
在
を
請
わ
れ
る
も
辞
去 
 
 

こ
の
間
、
代
診
に
よ
る
一
定
の
収
入 

 
 
 
 
 

※
遊
歴
に
お
け
る
文
雅
の
必
要
性
、
詩
文
、
と
く
に
文
白
に
お
い
て
は
俳
諧
、
俳
号
「
和
同
」 

 
 
 
 
 
 

 

②
江
戸
多
紀
家
へ
再
遊
学
（
嘉
永
五
年
一
〇
月
一
九
日
～
嘉
永
六
年
四
月
四
日
） 

 
 

当
時
の
多
紀
家
当
主
（
幕
府
医
学
館
主
）
は
九
代
暁
湖
（
多
紀
安
良
・
元
昕

も
と
あ
き

）
十
代
棠
辺
（
安
琢
・
元
佶

も
と
た
だ

） 

な
お
甥
有
隣
（
藩
医
で
あ
る
兄
白
室
の
長
子
）
が
修
学
中 

・
聿い

つ

脩
し
ゅ
う

堂
（
多
紀
家
塾
名
）
に
寄
宿 

 

 

文
白
は
二
十
歳
前
後
数
年
間
、
多
紀
家
に
遊
学
寄
宿
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
多
紀
家
の
人
々
と
家

族
ぐ
る
み
の
親
し
さ 

師
や
家
族
か
ら
私
用
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
多
し
。
「
別
格
の
扱
い
」
、
塾
生
と

い
う
よ
り
多
紀
氏
に
仕
え
る
用
人
の
よ
う
な
趣
。 



・
医
学
館
に
お
け
る
聴
講 

 

森
養
竹
・
渋
江
抽
斎
・
伊
澤
盤
安
等
々
、
江
戸
考
証
学
の
人
々
と
面
会
。 

 
 

「
正
月
廿
三
日
晴
天
、
医
学
館
に
て
初
会
。
暁
湖
先
生
霊
枢
講
義
相
済
候
後
、
医
学
館
に
て
御
賄
御

酒
肴
菓
子
ま
て
拝
味
す
。
七
十
畳
の
講
堂
に
奥
御
医
師
初
奥
詰
寄
合
・
御
番
医
師
・
小
普
請
医
師

其
他
諸
藩
医
師
・
多
紀
家
門
人
町
医
に
至
る
ま
て
出
席
列
座
、
講
堂
に
居
り
兼
御
縁
側
通
り
ま
て

充
満
、
大
目
付
御
出
役
也
、
整
々
堂
々
と
し
て
実
に
大
都
会
ハ
格
別
の
も
の
也
。」
医
学
館
図 

・
小
石
川
養
生
所
医
師
小
川
良
意
と
同
門
の
先
輩
後
輩
と
し
て
親
交 

・
昌
平
黌
儒
者
安
積
艮
斎
へ
も
し
ば
し
ば
往
訪
。 

・
俳
諧
人
と
の
交
流 

当
時
江
戸
俳
諧
の
中
心
西
馬 

・
出
立
に
際
し
、「
関
所
手
形
」
と
「
道
中
手
形
」
を
多
紀
家
か
ら
発
給
、
そ
れ
に
は
「
剃
髪 

一
人
」 

「
主
人
（
多
紀
）
安
良
要
用
ニ
付
長
崎
表
迠
差
越
」
と
あ
り
文
白
は
「
剃
髪
」
で
あ
っ
た
。
手
形 

気
に
な
る
点 

・
藩
の
発
給
し
た
関
所
手
形
を
持
っ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
を
示
す
記
事
は
一
度
も
な
い
。
彼
が
関

所
や
宿
場
で
示
そ
う
と
す
る
の
は
多
紀
家
及
び
京
都
小
森
家
発
給
の
道
中
手
形
で
あ
る
。
藩
士
で
あ

る
こ
と
よ
り
、
医
家
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
か
。
江
戸
二
本
松
藩
邸
と
の
関
係
。
江
戸
滞
在

中
、
藩
邸
へ
一
度
も
出
か
け
て
い
な
い
。
ふ
つ
う
な
ら
江
戸
藩
邸
へ
江
戸
着
と
多
紀
家
滞
在
の
報
告

を
す
る
は
ず
だ
が
、
藩
と
の
疎
隔
感
を
示
す
か
。
（
梶
原
氏
示
唆
） 

 

・
頻
繁
な
「
内
密
御
用
」 

こ
の
た
め
二
か
月
余
も
出
立
延
期
、
「
憚
る
と
こ
ろ
あ
り
」
「
幕
府
医
学
館

の
関
係
す
る
事
も
あ
り
て
認
め
か
ぬ
る
事
の
多
け
れ
ば
」
と
あ
り
、
日
記
に
は
「
略
す
」
と
し
か
記

さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
何
か
。 

 

③
尾
張
名
古
屋
滞
在
（
嘉
永
六
年
四
月
二
五
日
～
同
五
月
一
〇
日
） 

 
 

町
医
（
藩
医
） 

町
医
神
波
藤
樹
宅
に
寄
宿
。
医
談
（
医
者
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
文
白
の
論
） 

「
僕
に
医
の
心
得
方
大
体
ハ
い
か
ん
と
折
入
り
て
尋
け
れ
ハ
、
僕
答
に
、
医
道
ハ
安
き
に
似
て
か

た
く
浅
き
に
似
て
深
し
、
初
め
ハ
素
霊
難
経
・
甲
乙
脉
経
抔
よ
り
し
て
医
経
の
書
籍
に
眼
を
さ
ら

し
、
夫
よ
り
歴
代
の
方
書
数
万
巻
・
議
論
書
・
本
草
書
渉
猟
し
、
中
に
も
傷
寒
論
・
金
匱
を
熟
覧

し
、
治
療
に
取
り
掛
り
て
は
幾
万
人
と
な
き
病
客
を
誠
意
精
神
を
以
深
切
に
力
を
用
ひ
、
実
地
よ

り
匕
を
下
し
、
場
数
を
経
て
方
を
ハ
至
て
易
簡
に
遣
ひ
覚
え
、
深
き
よ
り
浅
く
難
き
よ
り
安
き
へ

と
出
て
病
の
阴
阳
（
陰
陽
）・
死
生
・
虚
実
・
緩
急
の
胸
中
に
瞭
然
と
し
て
掌
上
に
あ
る
か
如
く
に

あ
ら
さ
れ
ハ
真
の
上
巧
名
人
と
ハ
申
難
し
。(

略)

、
尽
く
書
を
信
す
れ
は
書
な
き
に
し
か
す(

中
略)

薄
氷
の
思
ひ
を
忘
れ
す
、
痒
き
所
に
手
の
と
ゝ
く
様
に
治
療
す
る
に
あ
ら
さ
れ
ハ
仁
術
と
ハ
唱
か

た
か
る
へ
し
な
と
、
夫
よ
り
種
々
の
医
談
数
刻
に
及
ひ
五
更
眠
り
に
つ
く
。 

 
 
 
 

・
文
白
は
医
書
の
研
究
よ
り
は
実
地
医
療
を
志
向 

・
五
月
六
日
尾
張
藩
医
浅
井
董
太
郎
（
同
男
儀
一
郎
）
へ
入
門
。 

扇
子
料
銀
五
匁
、
門
人
帳
に
記
名
。 

・
尾
張
藩
医
制
へ
の
関
心 

浅
井
氏
を
中
心
と
す
る
藩
の
試
問
制
度
に
よ
る
医
師
免
許
制
度 

 
 
 
 
 
 

一
六
歳
～
二
五
歳
の
者
へ
春
秋
二
回
一
〇
ヶ
年
の
間
、
試
問
の
上
開
業
許
可
制
度 

 
 
 
 
 
 
 

実
力
に
よ
る
医
師
免
許
。
登
用
へ
の
関
心
（
会
津
藩
に
お
い
て
も
同
様
の
思
い
） 



 
・
道
中
各
地
で
の
医
家
歴
訪 

た
と
え
ば
八
王
子
小
山
村
の
嶋
崎
玄
弥
。 

「（
四
月
）
六
日
雨
、
玄
弥
子
に
初
て
面
会
。
夫
々
医
事
を
初
閑
談
数
刻
に
及
ふ
。
篤
実
温
行
の
好
人
物

に
し
て
医
道
を
も
骨
を
折
た
る
に
は
感
心
セ
り
。
中
に
も
産
術
に
妙
を
得
た
る
仁
に
て
按
腹
手
術
を

初
腹
蔵
な
く
教
示
に
あ
つ
か
り
有
益
の
事
尤
多
し
。 

「
早
朝
ゟ
按
腹
術
并
鎮
帯
の
術
其
他
産
家
の
奥
術
等
伝
授
、
且
種
々
の
経
験
方
数
多
咄
承
り
有
益
の
事

多
し
。
玄
弥
子
は
治
療
に
困
苦
い
た
セ
し
人
に
て
篤
行
純
素
恭
勤
に
し
て
風
韻
も
あ
り
、
実
に
珍
敷

人
物
、
生
々
医
談
の
著
述
面
白
し
。
ち
と
陰
陽
五
行
家
者
流
の
癖
な
き
に
し
も
あ
ら
さ
れ
と
も
兎
も

角
も
骨
を
折
た
る
も
の
に
は
感
心
セ
り
。」 

文
白
は
行
く
先
々
で
、
そ
の
地
の
医
家
を
訪
ね
、
し
ば
し
ば
「
一
泊
を
無
心
」
し
、「
早
速
許
容
」
さ
れ

て
宿
泊
し
医
談
に
時
を
過
ご
し
て
い
る
。
そ
こ
で
医
学
医
療
知
識
の
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
。
長
期
滞

在
先
と
は
別
に
こ
の
よ
う
な
各
地
の
医
家
た
ち
の
存
在
が
文
白
の
遊
歴
を
支
え
て
い
た
。
地
方
の
医
家

た
ち
の
款
待
。
そ
う
し
て
出
会
う
医
家
た
ち
は
二
本
松
の
在
医
と
し
て
生
き
る
文
白
自
身
の
姿
と
重
な

る
も
の
で
も
あ
っ
た
。 

 

④
京
都
遊
学 

（
嘉
永
６
年
５
月
１
４
日
～
同
９
月
１
８
日
） 

 
 

京
都
滞
在
は
お
そ
ら
く
当
初
か
ら
の
計
画
、
何
と
い
っ
て
も
京
都
は
ま
だ
医
学
の
メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
。 

 

・
し
か
し
路
銀
払
底
、
わ
ず
か
に
金
一
分
の
み
。
い
か
に
滞
在
費
を
工
面
す
る
か
が
目
前
の
問
題
。 

 

・
下
宿
屋
松
村
屋
万
次
郎 

「
一
ヶ
月
三
方
金
（
金
三
分
）
に
て
二
畳
の
小
座
敷
一
ツ
か
り
受
け
、
三

尺
の
床
、
三
尺
の
押
入
つ
き
、
三
度
の
食
餌
よ
り
夜
具
・
火
鉢
・
行
燈
・
机
・
炭
・
油
ま
て
先
方
出

し
呉
る
筈
」 

 
 

同
宿
者
四
人
（
府
中
藩
沢
崎
周
鼎
・
長
崎
丸
山
俳
人
文
旨
油
屋
嘉
伝
次
・
大
分
俳
人
可
久
・
淡
路
藩

医
吉
田
玉
城
） 

※
海
原
亮
『
江
戸
時
代
の
医
師
修
行
』
・
土
肥
鶚
軒
『
鶚
軒
遊
戯
』
（
同
年
九
月
文

白
出
立
後
、
府
中
藩
医
も
当
初
、
松
村
屋
に
下
宿
、
の
ち
三
人
共
同
で
別
に
借
家
、
滞
在
費
に
困
苦
） 

・
滞
在
費
・
学
費
稼
ぎ 

 

按
摩
稼
ぎ
か
ら
医
療
活
動
へ 

 

遊
学
先
の
選
定 

ー
知
名
度
・
力
量
・
入
門
料
ー 

・
新
宮
涼
庭
（
室
町
竹
屋
町
下
ル
）
入
門
料
「
三
方
金
」（
金
３
歩
）「
飯
料
一
日
七
九
分
」
と
聞
き
敬
遠
。 

・
吉
益
周
介
（
復
軒
、
松
原
堺
丁
西
へ
入
ル
） 

嘉
永
六
年
六
月
八
日
入
門 

「
入
門
式
左
の
如
し 

 
 
 
 
 
 

「 
 
 

入
塾
式 

 

東
洞
先
生
御
霊
前
江 

五
十
疋 

 
 
 

畳
料 

五
十
疋 

 

塾
中
江 

五
十
疋 

南
涯
先
生
御
霊
前
江 

五
十
疋 

 
 
 

婢
僕
江 

壱
匁
ツ
ヽ 

飯
料
一
日
壱
匁
ツ
ヽ 

当
先
生
江 
 
 
 
 

五
十
疋 

 
 
 

塾
頭 

佐
藤
栄
治 

御
奥
方
江 

 
 
 
 

銀
一
両 

 
 

 

松
原
高
倉
東
へ
入
る 

 
 

執
事
高
橋
正
庵 

学
頭
江 

 
 
 
 
 
 

弐
匁 

 
 

 

「
塾
生
十
三
四
人
、
通
ま
て
に
は
三
十
人
斗
」 

暑
寒
見
舞
弐
匁
ツ
ヽ
」 

 
 
 
 
 
 

会
日
「
傷
寒
論
二
六
十 

金
匱
四
八
」 

 
 

 



・
朝
廷
医
道
長
官
小
森
典
薬
頭
へ
入
門
（
医
心
館
）
嘉
永
六
年
七
月
一
二
日
。
医
心
館
へ
出
講
し
て
き
た

尾
張
藩
医
浅
井
儀
一
郎
の
紹
介
。
医
心
館
条
例
・
入
門
料
免
除
（
本
式
四
五
〇
疋
ほ
ど
。
略
式
二
五
〇

疋
ほ
ど
）
加
門
状
・
門
人
簿
に
記
名
と
あ
る
も
門
人
帳
に
は
見
え
ず
。 

 

・
同
八
月
三
日
さ
ら
に
小
森
家
よ
り
医
道
取
締
役
に
任
じ
ら
れ
る
。「
道
中
継
立
証
文
」
の
発
給
。 

 
 
 
 
 
 

 （
医
道
）
取
締
状
左
の
如
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
屋
文
白 

右
者
当
家
学
風
執
心
出
精
被
致
候
ニ
付
、
格
別
之
評
議
を
以
今
般
取
り
締
筋
ニ
申
付
候
、
然
ル
上

者
当
家
門
人
共
心
得
違
之
者
、
又
者
仁
術
之
旨
違
背
い
た
し
候
輩
有
之
候
ハ
ヽ
、
程
能
く
申
諭
、

万
一
不
相
用
者
も
見
聞
被
致
候
節
ハ
早
速
当
家
江
相
届
候
様
可
被
致
候
事 

 
 
 

但
し
当
家
学
風
執
心
之
輩
有
之
、
其
方
江
願
出
候
ハ
ヽ
何
方
ニ
不
寄
、
添
書
之
上
可
被
申
越
候
、

此
段
も
為
心
得
申
入
置
候
事 

医
道
長
官
小
森
家 

 
 
 
 

学
頭
判 

 
 
 
 
 

丑
七
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

執
事
判 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
京
都
の
医
家
た
ち
と
の
親
交
。 

 
 

大
橋
寿
作
・
松
尾
勇
・
平
野
周
助
・
梅
辻
春
樵
・
服
部
敬
輔
・
浅
井
参
河
介
・
服
部
順
吉
・
山
田
厚

安
・
船
曳
紋
吉
な
ど 

・
服
部
順
吉
（
奥
道
逸
門
人
）
に
入
門
、
産
科
を
学
ぶ
。
嘉
永
６
年
６
月
１
７
日
入
門
、
入
門
料
免
除 

 

・
山
田
厚
安
に
入
門
、
産
科
学
を
学
び
「
按
腹
診
察
伝
授
誓
約
書
」「
産
科
奥
秘
術
誓
約
書
」
を
提
出
。 

 

・
松
尾
勇
（
松
尾
大
社
神
主
弟
）
と
は
福
井
家
・
三
角
家
・
宇
津
木
家
の
秘
伝
を
教
え
て
も
ら
う
代
わ

り
に
自
分
が
服
部
氏
か
ら
受
け
た
産
科
術
な
ど
を
伝
え
る
と
い
う
ギ
ブ
＆
テ
イ
ク
の
や
り
と
り
。 

「
十
九
日
晴
、
炎
熱
依
然
。
服
部
順
吉
へ
行
き
産
術
執
行
、
帰
路
松
尾
勇
へ
廻
り
帰
宿
。
十
八

日
ゟ
ハ
日
々
服
部
順
吉
並
松
尾
勇
へ
朝
々
必
す
行
き
ぬ
れ
と
も
略
し
て
記
さ
す
。
松
尾
勇
に

は
服
部
氏
よ
り
な
ら
ひ
た
る
産
術
た
け
を
教
へ
、
ま
た
三
角
並
福
井
家
・
宇
津
木
家
抔
の
奥

儀
の
秘
書
と
と
り
か
ひ
習
候
約
に
て
か
く
の
如
し
。」 

 

そ
の
ほ
か
に
注
意
さ
れ
る
交
流
と
し
て
は
同
郷
出
身
の
小
沢
斎
宮
（
土
御
門
家
出
仕
）
を
通
し
て 

 

心
学
者
柴
田
謙
蔵
（
柴
田
鳩
翁
の
養
子
、
修
正
舎
）
や
俳
人
伴
水
園
芹
舎
と
親
交
。 

・
蘭
学
か
ぶ
れ
の
者
に
対
す
る
文
白
の
批
判 

・
京
医
に
つ
い
て
の
批
判
的
感
想
ー
過
去
の
名
声
に
安
住
ー 

「
か
く
医
の
衰
微
す
る
根
元
を
考
る
に
、
京
師
ハ
東
都
と
違
ひ
書
籍
又
は
療
治
の
手
際
よ
ろ
し
く
と
も

格
別
の
立
身
出
世
の
沙
汰
な
き
ゆ
へ
今
日
を
安
楽
に
暮
す
を
是
と
す
。
東
都
な
れ
ハ
格
別
の
人
物
ハ

公
儀
へ
御
召
し
出
し
ニ
も
な
り
、
大
諸
侯
よ
り
出
入
扶
持
も
出
て
は
け
ミ
あ
れ
と
も
、
京
地
ハ
昔
し

よ
り
医
の
宜
し
き
評
判
あ
れ
ハ
只
々
医
は
上
手
な
る
も
の
と
近
国
遠
方
迄
も
尊
信
セ
る
ゆ
へ
、
今
日

の
取
り
廻
し
進
退
周
旋
な
と
に
心
を
用
ひ
、
口
験
を
以
て
世
俗
の
人
を
あ
さ
む
き
金
銀
を
貪
り
取
り

門
戸
広
大
に
飾
る
ゆ
へ
、
偶
書
籍
手
際
宜
き
人
物
抔
ハ
己
を
頼
み
広
言
は
き
ち
ら
し
、
反
て
流
行
も



セ
す
匕
の
ま
わ
ら
す
居
る
通
弊
と
ハ
成
り
ぬ
。
そ
の
内
山
本
英
吉
・
百
々
一
郎
・
神
宮
凉
庭
抔
は
人

傑
也
。」 

 

⑤
長
崎
（
嘉
永
６
年1

0

月9

日
～
嘉
永7

年1

月1
0

日
） 

 
 

思
い
が
け
ず
丸
山
遊
郭
に
滞
在
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
る
（
京
都
の
下
宿
で
同
宿
し
た
長
崎
油
屋
嘉
伝

次
こ
と
俳
人
文
旨
が
遊
郭
経
営
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
）。
長
崎
特
有
の
諸
問
題
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多

く
記
さ
れ
旅
の
記
録
と
し
て
は
面
白
い
部
分
、
医
業
活
動
も
軌
道
に
乗
り
、
こ
の
ま
ま
長
崎
に
居
続
け

た
い
と
思
っ
た
ほ
ど
自
由
で
開
放
的
な
滞
在
生
活
。
長
崎
暮
ら
し
に
心
惹
か
れ
な
が
ら
も
故
郷
へ
の
思

い
を
断
ち
切
れ
ず
引
き
裂
か
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
で
長
崎
生
活
を
断
念
し
て
帰
郷
の
途
に
。 

 

⑥
帰
途
の
医
家
訪
問
ー
難
波
抱
節
ー 

道
中
歴
訪
し
た
中
で
彼
が
最
も
感
心
し
た
の
は
帰
路
、
立
ち
寄
っ
た
備
前
金
川
の
難
波
抱
節
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
藩
の
陪
臣
の
医
者
と
し
て
仕
え
、
禄
は
文
白
と
同
様
一
〇
人
扶
持
、
し
か
し
そ
の
種
痘
活
動

と
門
下
教
育
の
懇
切
さ
に
感
心
。
微
禄
な
が
ら
も
地
方
の
在
医
と
し
て
地
域
医
療
活
動
に
努
め
、
門
下
教

育
と
著
述
活
動
に
専
心
す
る
姿
は
文
白
と
同
様
な
立
場
の
在
医
と
し
て
の
一
つ
の
理
想
と
見
え
た
の
で
は

な
い
か
。 

・
難
波
抱
節
の
こ
と 

 
 

「
支
度
調
ひ
原
田
氏
同
行
に
て
尋
る
に
、
聞
し
に
勝
る
大
家
に
し
て
長
屋
門
構
ひ
左
右
と
も
に
塾
あ
り
、

其
外
内
塾
も
あ
り
、
何
れ
も
二
十
三
四
才
位
よ
り
三
十
位
迄
の
書
生
二
十
有
余
人
、
遠
国
よ
り
集
り
鄙

に
は
珍
敷
碩
医
也
。
此
日
ハ
種
痘
日
と
て
小
児
連
れ
来
り
し
男
子
婦
人
凡
五
十
人
余
門
前
市
を
な
し
、

夫
よ
り
う
ら
二
階
座
敷
に
通
り
初
て
の
面
会
に
及
ふ
に
、
異
相
に
し
て
音
声
高
く
才
気
溢
れ
、
医
学
に

ハ
殊
の
外
深
切
に
し
て
「
博
覧
多
通
」、
吉
益
南
涯
・
賀
川
子
廸
子
・
花
岡
青
洲
の
門
に
遊
ひ
、
何
れ
も

夫
々
「
古
方
書
・
外
科
書
・
産
家
書
の
薀
奥
を
究
め
」
、
著
述
あ
り
て
頗
人
傑
、
当
時
六
十
有
四
才
也
。

「
客
を
愛
す
る
の
性
ニ
て
頗
る
丁
寧
に
遇
せ
ら
れ
」、
緩
々
閑
話
、
医
道
得
失
抔
討
論
し
、
愉
快
、
自
然

座
の
す
す
む
を
し
ら
す
」 

「
此
日
も
未
た
病
客
残
り
門
前
市
を
成
し
老
若
男
女
つ
と
ひ
集
り
た
り
。
其
中
に
も
主
人
立
愿
子
ハ
早
速

に
出
迎
ひ
、
敬
愛
何
く
れ
と
な
く
世
話
を
成
し
物
か
た
ら
る
折
し
も
、
門
弟
両
三
人
ツ
ヽ
傍
に
来
り
入

交
り
立
交
り
立
愿
と
小
生
の
噺
を
聴
聞
し
、
師
弟
の
間
柄
も
至
て
睦
敷
、「
実
に
人
と
成
り
廉
約
小
心
克

己
奉
公
と
も
申
へ
き
仁
ニ
て
」
感
心
の
事
也
。
た
ん

〱
馴
染
ミ
噺
も
面
白
く
時
刻
の
移
る
も
し
ら
す
、

医
道
の
談
話
紛
々
然
、
旅
情
も
忘
れ
、
夕
飯
並
に
酒
肴
の
馳
走
に
成
り
、
こ
の
夜
も
三
更
後
漸
く
伊
田

屋
へ
戻
り
ぬ
。
か
く
の
如
き
碩
医
の
豪
傑
に
し
て
陪
臣
、
殊
に
僅
十
口
斗
な
ら
て
ハ
汚
し
申
さ
ぬ
よ
し
、

小
生
抔
の
針
砭
に
ハ
至
て
宜
敷
人
を
見
た
り
。「
さ
て
内
重
則
可
以
勝
外
之
軽
得
深
則
可
以
見
誘
之
小
ニ

て
、
学
者
安
逸
を
欲
し
或
他
の
技
芸
に
耽
り
、
或
酒
色
を
放
し
、
或
ハ
出
処
の
正
不
正
を
論
せ
す
利
禄

を
む
さ
ほ
る
輩
ニ
ハ
此
難
波
翁
の
進
退
見
せ
た
き
も
の
に
思
は
れ
た
り
。」 

十
五
日
雨
、
晦
冥
、
此
日
出
立
の
心
得
の
所
、
痔
漏
切
断
麻
薬
を
用
ひ
治
療
に
及
ふ
よ
し
、
原
田
氏
頻

り
に
一
見
を
望
ミ
に
付
、
小
生
よ
り
難
波
氏
へ
頼
ミ
留
杖
す
。
難
波
氏
此
日
ハ
伊
田
屋
ま
て
尋
ね
来
り

種
々
閑
話
。
午
後
よ
り
小
国
・
梁
川
の
両
氏
尋
ね
来
り
離
杯
を
催
し
、
夕
刻
よ
り
難
波
氏
へ
招
か
れ
佳

肴
珍
味
、
且
種
々
餞
別
抔
貰
ひ
五
更
後
漸
く
伊
田
屋
へ
帰
り
ぬ
。」 

 



 
 

 

お
わ
り
に 

 

 

遊
歴
の
間
、
文
白
の
心
を
た
え
ず
疼う

ず

か
せ
た
の
は
「
越
し
方
行
く
末
」
の
不
安
と
「
梓
里
（
故
郷
）
へ

の
思
い
」
で
あ
っ
た
。
自
分
は
元
に
戻
れ
る
の
か
、
ま
た
戻
っ
た
と
し
て
も
結
局
は
何
も
変
わ
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
医
家
と
し
て
の
力
を
発
揮
し
う
る
あ
り
方
を
求
め
て
の
遊
歴
に
と
も
な
う
不
安
を
解
消
し
、

充
実
さ
せ
て
く
れ
た
も
の
は
各
地
で
直
接
、
間
接
に
結
び
付
い
て
医
療
活
動
を
展
開
し
て
い
た
医
家
た
ち

と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
っ
た
。
文
白
と
同
様
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
各
地
で
孜
々
と
し
て
研
鑽
を
積
ん

だ
者
た
ち
と
の
出
会
い
が
文
白
の
遊
歴
を
支
え
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。 

そ
の
代
表
と
し
て
備
前
金
川
の
難
波
抱
節
は
や
は
り
十
人
扶
持
と
い
う
低
い
地
位
に
あ
り
な
が
ら
種

痘
を
中
心
と
す
る
地
域
医
療
活
動
や
塾
生
教
育
の
面
で
も
っ
と
も
理
想
的
な
存
在
に
見
え
た
の
で
は
な
い

か
。 近

世
後
半
に
は
遊
学
を
通
し
て
専
門
的
な
医
学
医
療
知
識
と
技
能
を
修
得
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
通
念
が
定
着
し
、
こ
う
い
う
遊
学
経
験
者
が
全
国
各
地
に
膨
大
に
存
在
し
、
ま
ず
同
門
と
し
て
の

結
び
つ
き
、
さ
ら
に
学
派
や
漢
蘭
の
違
い
を
越
え
た
地
域
的
結
び
つ
き
、
そ
れ
ら
が
直
接
間
接
に
結
び
付

い
た
医
家
交
流
が
実
現
し
て
い
た
。
そ
れ
は
徳
川
期
に
お
け
る
医
家
医
療
環
境
の
成
熟
達
成
と
も
い
え
る

（
明
治
に
入
っ
て
の
統
一
的
な
医
療
制
度
実
現
の
基
盤
）。
そ
れ
が
遊
歴
を
可
能
に
し
て
い
た
。
遊
歴
日
記

は
そ
う
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
徳
川
の
平
和
」
の
ほ
ぼ
最
後
の
時
で
あ
っ
た
。 

 

最
後
に
、
帰
郷
後
の
文
白
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
不
明
。
二
本
松
藩
は
奥
羽
越
列
藩
同
盟
に
組
し
た

た
め
、
一
時
悲
惨
な
経
路
を
た
ど
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
文
白
は
ど
う
し
て
い
た
か
。
最
後
は
二
本
松
の

医
家
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

関
屋
家
墓
域
と
文
白
の
墓
、
関
屋
本
家
と
は
別
に
、
野
山
に
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な
墓
。 

こ
の
よ
う
に
今
は
忘
れ
ら
れ
た
医
者
た
ち
が
、
当
時
全
国
で
、
地
域
医
療
を
担
っ
て
い
た
。 

         


